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今月の表紙
シベリアやオホーツク海沿岸で繁殖し
冬季は温暖な日本へ渡り越冬する白鳥

大翼で羽ばたく優美な姿から
〝幸せの象徴〟とされています

歳
の
神
で
輝
く「
五
輪
」の
光

横
町
区
で
灯
籠
明
か
し

　

１
月
12
日
、
横
町
区
（
湯
田
信
吾
区
長
）
の
弁
天

山
で
小
正
月
行
事
「
歳
の
神
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
を
記
念
し
、
区
の
有
志
が

灯
籠
明
か
し
を
企
画
。
午
後
６
時
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
ろ
う
そ
く
を
入
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
が
一
斉

に
点
火
さ
れ
る
と
、
闇
夜
に
「
２
０
２
０
」
と
「
五

輪
マ
ー
ク
」
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
、
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

歳
の
神
で
は
、
新
し
い
年
の
五
穀
豊
穣
、
無
病
息

災
、
家
内
安
全
な
ど
が
願
わ
れ
る
と
と
も
に
、
厄
年

世
代
の
み
か
ん
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

写真提供：議会事務局
１月１７日撮影＝松下地内
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１
月
５
日
、
消
防
団
員
や
婦
人
消
防

隊
な
ど
の
関
係
者
約
１
８
０
人
が
参
加

し
た
、
町
消
防
団
（
星
慶
一
団
長
）
の

出
初
式
・
無
火
災
祈
願
祭
は
、
役
場
本

庁
舎
か
ら
田
出
宇
賀
・
熊
野
両
神
社
ま

で
を
隊
列
を
組
ん
で
行
進
し
ま
し
た
。

　

社
殿
で
無
火
災
を
祈
願
し
終
わ
る

と
、
ま
ち
の
駅
に
待
機
し
て
い
た
消
防

車
が
中
心
街
を
パ
レ
ー
ド
。
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
町
民
に
火
災
予
防

へ
の
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
中
、
町
内
で
発
生
し
た
火

災
は
４
件
、
内
２
件
が
建
物
火
災
で
し

た
が
、
幸
い
に
も
人
的
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

屋
内
の
暖
を
取
る
た
め
に
、
石
油
な

ど
の
暖
房
器
具
を
多
用
す
る
こ
の
季

節
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

町
消
防
団
出
初
式
・
無
火
災
祈
願
祭

町
消
防
団
出
初
式
・
無
火
災
祈
願
祭

新
春
恒
例

新
春
恒
例

　

初
老
の
厄
払
い

　

初
老
の
厄
払
い

田
島
中
学
校

田
島
中
学
校  

平
成
６
年
度
卒
業
生

平
成
６
年
度
卒
業
生

　

令
和
２
年
に
「
初
老
の

　

令
和
２
年
に
「
初
老
の

大
厄
」
を
迎
え
る
、
数
え

大
厄
」
を
迎
え
る
、
数
え

4242
歳
の
男
た
ち
。
田
島
中

歳
の
男
た
ち
。
田
島
中

学
校
を
平
成
６
年
度
に
卒

学
校
を
平
成
６
年
度
に
卒

業
し
た
同
級
生
が
ふ
る
さ

業
し
た
同
級
生
が
ふ
る
さ

と
に
集
結
し
、
新
春
恒
例

と
に
集
結
し
、
新
春
恒
例

の〝
厄
払
い
み
か
ん
ま
き
〟

の〝
厄
払
い
み
か
ん
ま
き
〟

が
、
１
月
２
日
に
役
場
本

が
、
１
月
２
日
に
役
場
本

庁
舎
の
駐
車
場
で
開
催
さ

庁
舎
の
駐
車
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
な
く
雪

　

今
年
は
例
年
に
な
く
雪

の
な
い
天
候
の
中
、
会
場

の
な
い
天
候
の
中
、
会
場

は
た
く
さ
ん
の
人
で
大
賑

は
た
く
さ
ん
の
人
で
大
賑

わ
い
。

わ
い
。

　

正
午
、
花
火
の
合
図
で

　

正
午
、
花
火
の
合
図
で

一
斉
に
み
か
ん
を
ま
く
男

一
斉
に
み
か
ん
を
ま
く
男

性
陣
。
み
か
ん
と
一
緒
に

性
陣
。
み
か
ん
と
一
緒
に

「
厄
」
を
ま
き
、
他
の
人

「
厄
」
を
ま
き
、
他
の
人

に
拾
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

に
拾
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

厄
を
分
担
す
る
と
い
う
地

厄
を
分
担
す
る
と
い
う
地

域
の
風
習
が
、
代
々
受
け

域
の
風
習
が
、
代
々
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

継
が
れ
て
い
ま
す
。

田島地域（丸山館）田島地域（丸山館）

舘岩・伊南・南郷地域（伊南会館）舘岩・伊南・南郷地域（伊南会館）

会
津
田
島
祇
園
祭
　

御
党
屋
御
千
度

直
会
で
「
大
杯
回
し
」

　

参
拝
後
に
社
務
所
で
行
わ
れ
る
直な
お
ら
い会
。
大

杯
に
な
み
な
み
と
つ
が
れ
た
神
酒
を
飲
み
干

す
、恒
例
の
「
大
杯
回
し
」
で
は
、「
オ
ー
ン
、

サ
ー
ン
、
ヤ
レ
カ
ケ
ロ
！
」
の
掛
け
声
に
あ

わ
せ
て
１
人
ず
つ
順
番
に
挑
み
、
祭
り
の
成

功
に
向
け
た
意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。

会
津
田
島
祇
園
祭
の
事
始
め

　

会
津
田
島
祇
園
祭
の「
お
と
う
や
行
事（
神

事
）」
は
、
当
番
党
屋
を
中
心
に
執
り
仕
切

ら
れ
ま
す
。

　

１
月
12
日
の
夕
刻
に
始
ま
る
、
祭
り
最
初

の
神
事
「
御お

党と
う

屋や

御お

千せ
ん

度ど

」。
今
年
の
当
番

党
屋
党
本
（
中
町
・
上
側
）
は
、
高
橋
稔
雄

さ
ん
（
田
出
宇
賀
神
社
）
と
猪
股
則
次
さ
ん

（
熊
野
神
社
）。

　

手
に
は
神じ
ん
く供
と
神み

き酒
一
升
を
持
ち
、
田
出

宇
賀
・
熊
野
の
両
神
社
を
参
拝
し
て
、
祭
礼

の
無
事
と
組
中
安
全
を
祈
り
ま
す
。

　

神
社
に
着
く
と
、
社
前
で
神
供
と
神
酒
を

宮
司
に
手
渡
し
ま
す
。
幣
殿
内
に
奉
献
さ
れ

る
と
祝
詞
奏
上
が
始
ま
り
、
終
了
合
図
の
太

鼓
ま
で
、
拝
殿
と
手
水
舎
の
往
復
を
繰
り
返

し
て
参
拝
し
ま
す
。

掛け声にあわせて勢いよく神酒を飲み干す 拝殿に到着した党屋組中の男衆

新
年
の
抱
負
を
語
り
合
う

　

１
月
６
日
、
７
日
の
両
日
に
行

わ
れ
た
新
年
町
民
交
歓
会
。
2
日

間
で
約
２
７
０
人
が
出
席
し
、
今

年
の
町
の
進
展
を
願
う
と
と
も

に
、
互
い
に
親
睦
を
深
め
合
い
ま

し
た
。

　

６
日
の
丸
山
館
（
田
島
地
域
）

に
は
約
１
６
０
人
が
出
席
。
主
催

者
を
代
表
し
て
大
宅
町
長
と
町
商

工
会
の
渡
部
文
一
会
長
が
あ
い
さ

つ
、
町
商
工
会
の
阿
部
保
憲
副
会

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

７
日
の
伊
南
会
館
（
舘
岩
・
伊

南
・
南
郷
地
域
）
に
は
約
１
１
０

人
が
出
席
。
大
宅
町
長
の
あ
い
さ

つ
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
伊
南
地
域

区
長
・
行
政
連
絡
員
協
議
会
の
芳

賀
隆
雄
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝

宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
交
歓
会
も
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
出
席
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
互
い
に
親
睦
を
深

め
な
が
ら
、
新
年
の
抱
負
な
ど
を

語
り
合
い
ま
し
た
。

令
和
２
年

令
和
２
年

新
年
町
民
交
歓
会

新
年
町
民
交
歓
会
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遊休農地を解消する取り組み

地
区
の
協
力
を
得
て

景

観

を

改

善

事 例 ①
　

会
津
荒
海
駅
の
西
側
に
隣
接
す
る
約
30
筆
の

遊
休
農
地
を
解
消
す
る
た
め
、
所
有
者
の
皆
さ

ん
に
同
意
を
い
た
だ
き
、施
行
に
あ
た
っ
て
は
、

区
長
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

藪
の
中
に
あ
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
石
を
ト
ラ

ッ
ク
何
台
分
も
運
び
出
し
た
の
で
、
重
機
の
作

業
経
費
な
ど
が
膨
ら
み
ま
し
た
が
、
補
助
金
を

活
用
で
き
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

　

境
界
の
測
量
と
デ
ー
タ
化
も
、
地
区
の
測
量

士
さ
ん
の
ご
協
力
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
境
界

杭
を
撤
去
し
て
全
面
一
括
耕
作
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

景
観
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
で
、
会
津
鉄
道
を

利
用
さ
れ
る
方
も
ソ
バ
畑
の
美
し
さ
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
地
区
の
方
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け

ま
し
た
。

解　
消　
地
：
関
本
字
大
道
下

施
行
面
積
：
83
ア
ー
ル

施　
行　
者
：
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　

渡
部 

和
幸 

さ
ん
（
関
本
）

町
の
玄
関
口
に
位
置
す
る

遊
休
農
地
を
ソ
バ
畑
に

事 例 ②
　

解
消
地
は
、
国
道
１
２
１
号
道
の
駅
た
じ
ま

に
隣
接
す
る
遊
休
農
地
で
し
た
。

　

家
か
ら
20
㎞
以
上
離
れ
た
遠
い
場
所
で
す

が
、
町
に
訪
れ
る
方
を
ソ
バ
の
花
で
迎
え
た
い

と
い
う
思
い
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

解　
消　
地
：
糸
沢
字
男
鹿
沼
原

施
行
面
積
：
59
ア
ー
ル

施　
行　
者
：
認
定
農
業
者

　
　
　
　
　

星　

信
弘 

さ
ん
（
水
無
）

遊
休
農
地
の
解
消
を
応
援
し
ま
す
！

【
補
助
金
額
】
３
万
円
／
10
ア
ー
ル（
諸
要
件
あ
り
）

【
問　
合　
せ
】
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
２
０

農
業
委
員
会
視
察
研
修

冨
士
鋼
業
㈱
（
栃
木
県
栃
木
市
）

活動報告
　

遊
休
農
地
の
解
消
と
地
域
農
業
の
活
性
化
を

課
題
と
し
て
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
と
の
合
同
で
、
優
良
事
例
の
視
察
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遊
休
農
地
に
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
を
栽
培

紅
葉
鑑
賞
用
苗
木
の
販
売
も
好
調

　

冨
士
鋼
業
㈱
で
は
、
鉄
鋼
業
と
は
別
に
グ
リ

ー
ン
事
業
部
を
立
ち
上
げ
、
遊
休
農
地
を
活
用

し
て
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
枝
や
葉
っ
ぱ
を
使
っ
た
健
康
茶
な
ど
の
加

工
商
品
が
人
気
で
す
。

　

挿
し
木
に
よ
る
苗
木
生
産
が
難
し
い
メ
グ
ス

リ
ノ
キ
は
、
実
生
か
ら
の
苗
づ
く
り
を
始
め
る

た
め
、
収
穫
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
に
は
20
年
以

上
の
時
間
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

成
木
後
は
、
萌
芽
生
長
す
る
枝
を
計
画
的
に

剪
定
し
、原
材
料
と
し
て
利
用
す
る
そ
う
で
す
。

　

紅
葉
が
美
し
い
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
は
、
特
に
標

高
が
高
い
地
域
で
色
が
濃
く
な
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
緑
化
苗
木
と
し
て
の
需
要
も
多
い
よ
う

で
す
。

　

栽
培
地
で
は
獣
害
も
多
く
、
対
策
に
頭
を
痛

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
本
町
の
状
況
と
共
通

し
て
い
ま
し
た
。

　

遊
休
農
地
の
活
用
事
例
と
し
て
、
参
考
す
べ

き
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。
一
朝
一
夕
に
で
き
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、知
恵
を
出
し
合
い
、

ま
ず
は
始
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

農
業
委
員　

湯
田 

義
三
（
永
田
）

農業委員会だより農業委員会だより 農業委員会だより農業委員会だより

解 消 前解 消 前

解 消 中解 消 中

遊休農地の解消後は、景観改善はもちろん農業生産性も向上します。（写真は関本地内）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
農
地
の
手
続
き

農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
な
ど
が
対
象
で
す

①
権
利
の
移
動

　
（
売
買
・
貸
し
借
り
な
ど
）

②
転
用

　
（
目
的
外
使
用
）

③
改
良
工
事

　
（
高
さ
の
変
更
・
畦
畔
除
去
な
ど
）

　

所
有
権
の
移
転
や
貸
借
権
を
設
定
す
る

場
合
は
、
農
地
法
第
３
条
の
許
可
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
相
続
で
農
地
を
取
得
さ
れ
た
と

き
も
、届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

転
用
し
て
他
の
用
途
に
利
用
す
る
場
合

は
、
農
地
法
第
４
条
ま
た
は
第
５
条
（
権

利
の
移
動
を
伴
う
転
用
）
の
許
可
が
必
要

で
す
。

　

水
は
け
が
悪
い
た
め
盛
土
し
た
い
、
水

田
を
畑
に
転
換
し
て
利
用
し
た
い
な
ど
、

転
用
以
外
の
目
的
で
農
地
の
形
質
を
変
更

す
る
場
合
は
、事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
の
申
請
や
届
出
な
ど
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
、
ま
た
は
お
近
く
の
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
や
農
業
委
員
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

で
き
る
ほ
か
、
関
係

書
類
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

農
業
委
員
会
事
務
局

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
２
０

優良な農地を確保し
食料を安定供給するため

効果的に利用しましょう

　

取
り
組
み
の

成
果
に
満
足
し

て
い
ま
す
。
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています
　弊社は、県内全域および関東地区を営業エリアとし、木造住宅、テナント、大規模木造建築物、社寺建築をメインに、鉄骨造などのあらゆる建築
物を設計・施工しています。
　製材工場では丸太を購入して柱や梁などを作り、自社の木造建築物に使用しています。また、リフォームも得意とし、古民家やマンションのリフォー
ムなども手掛けるほか、木造住宅では伝統工法である在来工法を行っており、大工が一本一本の材料に墨付けをし、手刻みで加工していきます。
　設計部は、１級建築士事務所として登録しており、木造のみならずあらゆる建築物の設計を行っています。

シリーズ 23

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド 住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

東 京 都 港 区 篠原　　泰　様 東 京 都 板 橋 区 菊地　　淳　様 千 葉 県 市 川 市 林　　政允　様
東 京 都 墨 田 区 村越　　裕　様 東 京 都 板 橋 区 菊地マリ子　様 栃木県宇都宮市 檜山　紀明　様
東 京 都 江 東 区 星　　智至　様 東 京 都 小 平 市 嵯峨　駿佑　様 埼玉県さいたま市 小島　　毅　様
東 京 都 品 川 区 千代田義法　様 東 京 都 多 摩 市 三好　正義　様 埼玉県さいたま市 鈴木　東吾　様
東 京 都 目 黒 区 児島　涼介　様 神奈川県川崎市 矢作　豊隆　様 静 岡 県 沼 津 市 一杉　昌範　様
東京都世田谷区 山田　宗一　様 神奈川県横浜市 中山　百子　様 新 潟 県 新 潟 市 加藤　　淳　様
東 京 都 新 宿 区 小野　奈海　様 神奈川県横浜市 瀧波　　宏　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様
東 京 都 杉 並 区 小野奈津実　様 神奈川県鎌倉市 芳賀　俊明　様 福島県会津若松市 高橋　昇平　様
東 京 都 豊 島 区 室井　康宏　様 神奈川県藤沢市 小原　俊二　様 宮 城 県 仙 台 市 工藤　和夫　様
東 京 都 板 橋 区 小倉　基由　様 千 葉 県 千 葉 市 鎌田　憲明　様
東 京 都 板 橋 区 蒲生　典彦　様 千 葉 県 千 葉 市 中野　泰隆　様 匿 名 希 望 １６４件

１２月１６日から１月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計１９５件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

　

次
回
は
「
亡
く
な
っ
た
父
が
建
て
た
建
物
が
登
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
県
司
法
書
士
会　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

第
３
回
「
私
が
亡
く
な
っ
た
後
、
相
続
人
が
ス
ム
ー
ズ

　

に
相
続
手
続
き
を
進
め
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？
」

遺
言
書
を
作
成
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

遺
言
書
を
残
さ
な
か
っ
た
場
合
、

遺
産
分
割
協
議
で
相
続
割
合
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
相
続
人
の

間
で
揉
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
意
思
を
遺
言
書
と
し
て

残
し
て
お
く
こ
と
で
、
遺
産
分
割
協

議
を
し
な
く
て
も
不
動
産
の
名
義
変

更
な
ど
の
手
続
き
を
簡
単
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
前
の
家
族
の
話
し
合
い
で
相
続

す
る
人
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
で

も
、
遺
言
書
を
作
成
し
て
お
く
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
言
書
に
よ
っ
て
相
続
人

以
外
に
財
産
を
贈
与
（
遺
贈
）
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
兄
弟
姉
妹
以
外
が
相
続

人
と
な
る
場
合
に
は
、「
遺
留
分
」

と
い
う
最
低
限
相
続
で
き
る
財
産
の

割
合
が
あ
り
、
こ
れ
を
侵
害
し
て
い

る
と
、
遺
産
の
取
得
者
が
他
の
相
続

人
か
ら
遺
留
分
を
取
り
戻
す
請
求
を

さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

答
　

相
続
し
た
不
動
産
の
相
続
登
記
を
放
置
し
た
こ
と
で
、
登
記
上
の
所
有
者
と

実
際
の
所
有
者
が
異
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
、
所
有
者
不
明
の
土
地
や
建
物

の
問
題
が
社
会
的
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
の
必
要
性
や
重
要
性
を
、
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
ま
す
。

連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」
パ
ー
ト
２

お寺本堂 保育所

事務所 一般住宅

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　明治創業五代を経て、平成７年に現在の株式会社大桃建設工業と
して新しくスタートしました。
　「大桃だからできるこだわりの家づくり」を各社員が心に持ち、丁
寧かつ誠実にもの造りをしています。
　先代からの経験を生かし、そして社寺建築で得た古来より伝わる
大工の技術「千年の知恵」を使い、「ずっと暮らす家、愛着の持てる
家づくり」をお手伝いしていきます。

　●主な業務内容

　南会津町役場新庁舎、南会津広域市町村圏組合新消防庁舎などの
大型公共工事を始め、県内外に多くの木造住宅やテナントなどを造っ
てきました。
　東日本大震災時には、応急仮設木造住宅を県内全域で施工し、国
土交通省住宅局長賞を受賞。さらには、復興公営住宅も施工し、被
災者の方々に喜んでいただいています。
　地元の小中学校、高等学校などの耐震工事も行い、子どもたちが
安心して勉強できる建物を造りました。

株式会社 大桃建設工業

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからもお申し込みができるほか、
クレジット決済もできます。詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【会社概要】
◆代表取締役：大桃 一浩　◆設立：１９３６年（昭和１１年）１２月　◆社訓：家づくりは人づくり
◆本社：南会津町田島字本町甲３８８６　◆ＴＥＬ：０２４１- ６２- ００２０　◆ＦＡＸ：０２４１- ６２- ０２８２
◆従業員数：１８人（男１４人・女４人）　◆ＨＰ：https://www.omomo.co.jp
※郡山サテライト店：郡山市本町１丁目２３- １４　サンロードステーション１１０２号 モダンな木造住宅

年末の帰郷に合わせて、ふるさと納税（応援寄附金）を直接
大宅町長に手渡された、ふるさと南会津会（東京都板橋区在住）
の菊地淳さん㊧とマリ子さん㊨ご夫妻（１２月２７日＝町長室）

▼
舘
岩
地
域
に
別
荘
が
あ
り
一
年
中
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
良
く
し
て

も
ら
い
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
水
引
集
落
の
茅
刈
り
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
丸
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
と

知
り
合
い
、
い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼
田
代
山
・
猿
倉
登
山
口
へ
続
く
林
道
が
台
風
19

号
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
今
年
の
山

開
き
ま
で
に
は
、
な
ん
と
か
復
旧
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

▼
剣
道
の
里
南
会
津
に
30
年
以
上
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
私
の
出
生
地
で
す
。

町
の
さ
ら
な
る
発
展
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
美
味
し
い
ソ
ー
ス
カ

ツ
丼
、美
味
し
い
お
酒
、

今
年
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

自
然
豊
か
な
町
づ
く
り

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
毎
年
、
寄
付
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

町
政
の
発
展
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

▼
南
会
津
町
が
恋
し
い

で
す
。

人
口
動
態
職
業
・
産
業
別
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
（
戸
籍
の
届
出
に　
　
　
　

職
業
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

）

令
和
２
年
度 

国
勢
調
査

　

厚
生
労
働
省
で
は
、人
口
動
態
事
象
と
職

業
お
よ
び
産
業
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、５
年
に
一
度
の「
国
勢
調
査
」に
あ
わ

せ
て
、対
象
期
間
中
の
戸
籍
の
届
出
書
に
職

業
（
産
業
）
の
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
行

政
施
策
な
ど
の
基
礎
資
料
に
生
か
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
期
間
】

　

４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日

【
記
入
上
の
注
意
】

　

問
い
合
わ
せ
先
の
窓
口
に
「
職
業
・
産
業

例
示
表
」
を
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
不
明
な
点
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
係

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

舘
岩
総
合
支
所 

町
民
課 

住
民
係

　

電
話
０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
４
５

伊
南
総
合
支
所 

町
民
課 

住
民
係

　

電
話
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
２

南
郷
総
合
支
所 

町
民
課 

住
民
係

　

電
話
０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
４

【調査の内容】
届出区分 調査（記入）事項 調査範囲 集計範囲 記　入　例

出生 父母の職業

全数 日本人

【職業】
●医 師 や 教 員 な ど …「専門・技術職」
●一 般 事 務 員 な ど …「事務職」
●店 員 や 営 業 職 な ど …「販売員」
●美容師やヘルパーなど …「サービス職」

【産業（死亡届のみ）】
　「農業」「建設業」「不動産業」など

死亡 本人の職業（産業）

死産 父母の職業

婚姻 同居前の夫婦の職業

離婚 別居前の夫婦の職業
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役場からのお知らせ
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ま ち ま ち の の 話 題話 題
news ＆ topics

周
辺
環
境
と
の
調
和
な
ど
２
つ
の
賞
を
受
賞

役
場
本
庁
舎
が
優
良
建
築
物
で
高
評
価

●
第
36
回
福
島
県
建
築
文
化
賞 

優
秀
賞

　

地
域
の
周
辺
環
境
に
調
和
し
、
景
観
上
優
れ

て
い
る
建
築
物
な
ど
が
対
象
で
、
県
内
57
点
の

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
の
振
興
、
地
域

住
民
の
活
動
拠
点
や
協
働
の
場
の
実
現
な
ど
を

形
に
し
た
建
築
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

●
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
９

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門 

入
賞

　

木
の
良
さ
や
価
値
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
特

に
優
れ
た
取
り
組
み
が
対
象
で
、
全
国
４
１
３

点
の
応
募
の
中
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部

門
で
入
賞
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
調
達
可
能
な
多
様
な
木
材
を
内
装
に

使
用
し
、
木
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
建
築
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

左から、㈱青島裕之建築設計室 青島裕之 代表取
締役、大宅町長、東邦土建工業㈱ 湯田道博 代表
取締役（１月２０日＝杉妻会館）

木材がふんだんに使われた本庁舎の内装
（２階から見る吹き抜け部）

独自の生産技術で年間３０万本を目標＝住友林業㈱
南会津樹木育苗センター竣工

　

人
と
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
「
木
」
を
生
か

し
、
人
々
の
生
活
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
で
豊
か
な
社
会
の
実

現
に
取
り
組
む
住
友
林
業
㈱
（
市
川
晃
社
長
＝

本
社
・
東
京
都
）。

　

戦
後
に
植
林
し
た
森
林
が
全
国
的
に
伐
採
期

を
迎
え
る
中
、
将
来
的
に
不
足
が
予
測
さ
れ
る

再
造
林
用
の
苗
木
を
生
産
す
る
た
め
、
全
国
６

か
所
目
と
な
る「
南
会
津
樹
木
育
苗
セ
ン
タ
ー
」

が
町
内
に
完
成
し
、
１
月
24
日
に
現
地
で
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
年
間
30
万
本
の
カ
ラ
マ
ツ

の
苗
木
を
生
産
す
る
た
め
に
、
育
苗
棟
１
棟
、

作
業
棟
１
棟
、
屋
外
養
生
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

　

発
芽
か
ら
育

苗
、
出
荷
ま
で
を

一
貫
し
て
行
う
シ

ス
テ
ム
や
、
自
走

式
潅
水
機
な
ど
を

導
入
す
る
ほ
か
、

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
で
育
苗
棟
内

の
温
度
を
管
理
す

る
こ
と
で
、
持
続

可
能
な
生
産
・
供

給
体
制
が
整
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

約
60
人
が
出
席
し
た
竣
工
式
で
は
、
住
友
林

業
㈱
の
関
本
暁
資
源
環
境
事
業
本
部
長
が
「
セ

ン
タ
ー
の
開
設
で
、
地
域
の
林
産
業
の
活
性
化

を
支
援
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。
大
宅
町
長

が
「
苗
木
の
安
定
供
給
と
地
域
林
産
業
の
発
展

の
た
め
に
、
重
要
な
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
内
覧
会
で
は
、
最
新
の
技
術
や
設

備
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
関
係
者
は
林
産
業
の

未
来
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

南会津樹木育苗センター

【
施
設
概
要
】

所
在
地
長
野
字
加
藤
谷
１
７
８
４
の
２

施
設
面
積
育
苗
・
作
業
棟　
計
２
棟　

１
５
８
４
㎡

屋
外
養
生
ス
ペ
ー
ス　
　

１
１
８
８
㎡

事
業
内
容
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
（
カ
ラ
マ
ツ
）

生
産
能
力
年
間
30
万
本

総
工
費
約
１
・
５
億
円

カラマツの育苗棟 ※現在、南会津町では「コンビニ交付サービス」に対応していません。
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ま ち ま ち の の 話 題話 題
news ＆ topics

ま ち ま ち の の 話 題話 題
news ＆ topics

　

県
の
指
定
民
俗
文
化
財
（
重
要
無
形
）「
南

郷
の
早
乙
女
踊
り
」
が
、
１
月
11
日
に
南
郷
上

町
・
上
平
地
区
、
界
・
虻
の
宮
地
区
、
鴇
巣
地

区
、
２
月
８
日
に
下
山
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

早
乙
女
踊
り
は
、集
落
内
の
区
長
や
班
長
宅
、

新
築
や
婚
礼
な
ど
の
祝
い
事
が
あ
っ
た
お
宅
を

訪
問
し
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
な
ど
を
祈
願

し
ま
す
。

　

踊
り
手
は
地
域
の
中
高
生
が
演
じ
、
謡
手
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
み
ん
な
で
務
め
る
こ

と
で
、
地
域
の
伝
統
行
事
が
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。

踊りを披露する中高生たち（鴇巣地区）

伝統行事を中高生が継承
南郷地域で早乙女踊り

　

台
風
19
号
の
影
響
で
延
期
さ
れ
て
い
た
県
小

学
生
剣
道
選
手
権
大
会
が
12
月
15
日
に
須
賀
川

市
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
支
部
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
小
学
生
剣
士
１
７
０
人
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

南
会
津
支
部
代
表
の
伊
南
武
道
館
か
ら
は
６

人
の
選
手
が
出
場
し
、
６
年
生
女
子
の
部
で
羽

染
茉
弥
さ
ん
（
伊
南
小
）
が
見
事
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
怪
我
の
影
響
で
初
戦
敗
退
と
い
う

悔
し
い
思
い
を
し
、
正
し
い
構
え
を
意
識
し
な

が
ら
１
年
間
稽
古
を
重
ね
て
き
た
た
羽
染
さ

ん
。
大
会
を
振
り
返
り
「
攻
撃
面
で
も
っ
と
磨

き
を
か
け
た
い
」
と
、
さ
ら
な
る
成
長
を
誓
い

ま
し
た
。

県小学生剣道選手権大会
６年女子で羽染さん（伊南武道館）が優勝

新会社の商号は「株式会社みなみあいづ」
第三セクター３社、統合へ

左から渡部社長、大宅町長、星社長

　

地
域
の
中
心
的
役
割
を
担
う
組
織
に
―
。

　

1
月
10
日
、
み
な
み
や
ま
観
光
㈱
（
渡
部
龍

一
社
長
）、
会
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト
㈱
（
星
和
明

社
長
）、
会
津
高
原
フ
レ
ン
ド
・
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
㈱
（
同
）
の
統
合
に
関
す
る
協
定
書
へ

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
1
日
付
け
で
設
立
さ
れ
る
新
会
社
は
統

合
前
の
事
業
を
維
持
し
、
効
率
的
な
営
業
と
一

体
化
し
た
集
客
で
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
施

策
の
展
開
や
交
流
人
口
の
拡
大
、
雇
用
の
確
保

な
ど
、地
域
に
根
ざ
し
た
会
社
を
目
指
し
ま
す
。

災害対応や地域の見守りなど７項目
日本郵便㈱と包括的連携を締結

　

12
月
19
日
、
町
と
日
本
郵
便
㈱
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た

包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
人
的
・
物
的

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
有
事
の
際
の
相
互
連

携
、
各
種
の
情
報
提
供
、
見
守
り
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
地
域
住
民
の
暮
ら
し
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

大
宅
町
長
は
「
こ
の
協
定
に
よ
り
町
民
の
安

全
・
安
心
と
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
一
層

進
め
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

左から栗城成光田島郵便局長、大宅町長、大山純一伊南郵便局長

賞状とメダルを手にする羽染さん

シルバー人材センターが寄贈
本庁舎玄関に門松

　

12
月
26
日
、町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
芳

賀
沼
順
一
理
事
長
）
か
ら
、
手
づ
く
り
の
門
松

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
門
松
に
は
栃
木
県
那
須
町
産
の
良
質
な

竹
を
使
用
。
２
週
間
を
か
け
て
丁
寧
に
作
ら
れ

た
も
の
で
、
寄
贈
は
12
年
目
を
数
え
ま
す
。　

　

古
く
は
、
木
の
こ
ず
え
に
神
が
宿
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
年
神
様
を
家
に
迎
え

入
れ
る
た
め
の
「
依よ

り
代し
ろ
」
と
い
う
意
味
合
い

を
持
つ
門
松
。

　

本
庁
舎
の
玄
関
に
飾
ら
れ
た
２
本
の
見
事
な

門
松
が
、
来
庁
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

左から星源太郎さん、星紀夫さん、大宅町長、芳賀沼理事長

【
協
定
項
目
】

①
日
常
の
防
災
活
動
及
び
大
規
模
災
害
発
生
時
の
対
応

②
高
齢
者
や
子
ど
も
等
の
見
守
り
活
動

③
道
路
損
傷
等
の
情
報
提
供

④
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る
産
廃
物
等
の
情
報
提
供

⑤
地
域
・
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

⑥
地
域
の
経
済
活
性
化

⑦
そ
の
他
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関
す
る
こ
と

※
新
会
社
の
商
号
は
、
50
点
の
応
募
の
中
か
ら
、

　

幹
事
会
や
協
議
会
で
の
協
議
を
経
て
決
定
し
ま

　

し
た
。

　

若
き
音
楽
家
を
育
て
る
会（
阿
部
徳
子
会
長
）

は
11
月
24
日
、
御
蔵
入
交
流
館
で
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ

よ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
東
京
２
０
２
０
参
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
田
島
ち
び
っ
こ
レ
ス
リ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
選
手
た
ち
と
の
共
演
が
企
画
さ
れ
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
ブ
リ
ッ
ジ
や
側
転
、
バ
ッ
ク
転

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
す
る
合
唱

「
栄
光
へ
の
架
橋
」
と
ダ
ン
ス
「
パ
プ
リ
カ
」

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
会
場
が
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

続
く
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
を
弾
こ
う
コ
ン
サ
ー

ト
に
は
60
人
が
参
加
。
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
や
連
弾
な

ど
、
56
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

レスリングならではの技を披露する選手たち

コンサートがＴＯＫＹＯ２０２０応援プログラムに認証
音楽とスポーツが共演！五輪の機運向上へ

町消防団が防火訓練
守れ！地域の文化財

　

１
月
26
日
、文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、

田
島
・
伊
南
地
域
で
文
化
財
防
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
支
団
で
は
、
本
町
地
内
の
「
薬
師
寺
」

で
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
訓
練
を
実

施
。
訓
練
火
災
発
生
の
連
絡
が
入
る
と
、
第
１

分
団
（
田
島
地
区
）
第
１
部
・
第
２
部
の
消
防

団
員
ら
約
50
人
が
出
動
し
、
洗
練
さ
れ
た
動
き

で
本
番
さ
な
が
ら
の
消
火
活
動
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

第
２
支
団
で
は
、伊
南
地
域
古
町
地
内
の「
照

國
寺
」
で
訓
練
が
行
わ
れ
、
貴
重
な
文
化
財
を

守
る
た
め
の
防
火
手
順
や
防
火
意
識
が
再
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

第１支団の訓練の様子（薬師寺）

－　プロフィール　－

柏倉 ミヨコ さん（静川）

大正９年１月１０日 生まれ

【長寿の秘訣】
何でもおいしく食べること
やりたいことを続けること

【 家 族 】
子４人・孫７人・ひ孫８人

百 歳 賀 寿

おめでとうございます
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１月 会議・行事名
５ 町消防団無火災祈願祭・第２支

団新年懇談会
６ 仕事始め式/新年町民交歓会（田

島地域）
７ 新年町民交歓会（舘岩・伊南・

南郷地域）
８ 年始あいさつ（福島大学・福島

民報社・福島民友新聞社）/ 県
市町村長防災危機管理ラボ / 年
始知事懇談会

９ 年始あいさつ（ふくしま市町村
支援機構）/ 表敬訪問（県知事・
副知事・県庁各部局）

10 町第三セクター法人３社統合に
関する協定書調印式

12 会津田島祇園祭御千度直会
15 宮城県利府町議会行政視察来庁

/ 一部事務組合管理者会・議会
臨時会（南会津地方広域市町村
圏組合・南会津地方環境衛生組
合）

20 県建築文化賞表彰式 / 全国治水
砂防協会東北地区協議会連絡会
議

21 田島地区民生委員児童委員協議
会新年会

22 チャレンジデー実行委員会 / 南
会津方部水害対策緊急協議会 /
町総合教育会議

23 ようこそ町長室へ（田島地域）
/ 行政連絡員委嘱状交付式 / 交
通安全優良団体表彰受賞報告 /
スポーツ推進員表彰受賞報告 /
日本スポーツ少年団顕彰受賞報
告

24 住友林業㈱南会津樹木育苗セン
ター竣工式 / 町総合戦略推進本
部会議 / 県建築大工業協会南会
東部支部定期総会

28 町議会第１回臨時会
29 南会津地区連合新春交歓会
31 課長会議 / 豊かな村づくり全国

表彰受賞報告

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 67
くらしの情報
local   life   Information

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

相　

談

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

２
月
17
日
（
月
）・
19
日
（
水
）・
26
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場問

「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
給

付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

特
別
措
置
法
（
平
成
24
年
１
月
）
の
施
行
か

ら
７
年
が
経
過
し
た
今
日
、
全
国
で
約
40
数
万

人
い
る
と
さ
れ
る
感
染
者
の
う
ち
、
救
済
を
求

め
て
提
訴
し
た
原
告
数
は
３
万
人
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
一
人
で
も
多
く
の
感
染
者
を
救

済
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
専
門
弁
護
士
に
よ

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
無
料
相
談
会

　

３
月
14
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス 

２
階 

研
修
室

　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

　

救
済
や
手
続
き
の
内
容
、
弁
護
団
へ
の
依
頼

　

方
法
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

場 日内

　

事
前
申
し
込
み
を
優
先
し
ま
す
が
、
当
日
会

　

場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

裁
判
手
続
き
へ
の
参
加
を
ご
検
討
の
方
は
、

　

詳
し
い
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
お
気

　

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　
（
〒
９
５
１
―

８
０
６
２　

新
潟
市
中
央
区

　

西
堀
前
通
１
番
町
７
０
３　

西
堀
一
番
町
ビ

　

ル
６
０
１
号
室
）

　

０
２
５
（
２
２
３
）
１
１
３
０

　

０
２
５
（
３
７
８
）
１
６
６
２

②
無
料
電
話
相
談
会

　

３
月
７
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

　

０
２
５
（
２
２
３
）
１
１
３
０

　

※
通
話
料
は
発
生
し
ま
す
。

℡℡ 注申Ｆ日

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
家
庭
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
国
内
外
の
高
校
や

大
学
な
ど
の
入
学
・
在
学
に
か
か
る
費
用
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　

あ
な
た
の
〝
未
来
〟
を
応
援
し
ま
す
。

【
融
資
額
】

　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

【
金
利
（
固
定
金
利
）】

　

年
１
・
66
％

※
ご
家
庭
の
状
況
に
よ
り
年
１
・
26
％

　
（
令
和
元
年
11
月
１
日
現
在
）

【
返
済
期
間
】

　

15
年
以
内

※
ご
家
庭
の
状
況
に
よ
り
18
年
以
内

【
利
用
範
囲
】

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
賃
貸
住
宅

の
敷
金
や
家
賃
な
ど
。

【
返
済
方
法
】

　

毎
月
元
利
均
等
返
済

※
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能

【
保
証
】

　

（公財）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

※
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

問℡℡HP

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
コ
ー
ス

　
（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
）

　

４
月
１
日
～
９
月
30
日
ま
で
（
６
か
月
間
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

15
人　
　

無
料　
　

３
月
17
日
（
火
）

　

選
考
日 

３
月
19
日
（
木
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

料

日 内対定 場注

締

℡ 問

消
費
税
増
税
対
策

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入
期
限
が

迫
り
ま
す

　

商
品
券
購
入
引
換
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
期

限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
購
入
期
限　

２
月
28
日
（
金
）

▼
使
用
期
限　

３
月
15
日
（
日
）

【
購
入
先
（
販
売
窓
口
）】

商
工
観
光
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

舘
岩
総
合
支
所　

振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
０

伊
南
総
合
支
所　

振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
５

南
郷
総
合
支
所　

振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
９
０
０

※
開
庁
日
の
執
務
時
間
中
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

℡℡℡℡

相　

談

　

返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
て
お

悩
み
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
、
財
務
省
福
島
財

務
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
返
済
に
関
す

る
助
言
や
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
や
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸
金
業

を
営
む
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
、
不
正
に
利
用
さ
れ

て
い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

　

財
務
省 

福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課　

　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４

※
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

http://tohoku.m
of.go.jp/b2_kinyu/03_

　

kashikin/soudanm
adoguchi.htm

l

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
相
談
専
用
サ
イ
ト

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

日問℡HP

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

「
出
前
講
座
」で
財
政
を
学
ぼ
う

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど
に

お
伺
い
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
出
前
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他

　

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
講
座
の
テ
ー
マ
】

①
一
般
向
け

　
「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ
う
！
」

　
「
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
」

　
「
最
近
の
県
内
経
済
情
勢
」

②
高
齢
者
向
け

　
「
う
ま
い
話
に
ご
用
心
！　

～
金
融
犯
罪
被

　

害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
～
」

　
「
一
緒
に
考
え
よ
う
！　

日
本
の
お
さ
い
ふ

　

ク
イ
ズ
」

③
学
生
向
け

●
高
校
生
「
お
金
に
関
す
る
基
礎
知
識
」

●
中
学
生
「
国
の
お
財
布
を
毎
月
の
お
小
遣
い

　
　
　
　
　

に
た
と
え
る
と
・
・
・
」

●
小
学
生
「
マ
ネ
ー
ク
イ
ズ
、
お
こ
づ
か
い
帳

　
　
　
　
　

を
つ
け
よ
う
！
」

　

財
務
省 

福
島
財
務
事
務
所 
総
務
課

　

０
２
４
（
５
３
５
）
０
３
０
１

問℡
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す
ま
い
る
だ
よ
り

「
本
当
の
強
さ
と
は
③
」

ｖｏｌ 22

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

子
ど
も
が
嫌
な
こ
と
や
失
敗
体

験
と
出
会
っ
た
と
き
に
、
立

ち
直
る
強
さ
を
身
に
付
け
る
た
め
に

は
、「
子
ど
も
が
自
分
の
弱
さ
を
知
っ

て
い
る
こ
と
」
と
「
周
り
に
上
手
に

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
」
が
大
切
で
す
。

こ
こ
で
は
「
立
ち
直
る
力
」
を

シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
立
ち
直
り
の
力
（
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
身
に
付
け
る
ス

テ
ッ
プ
「
①
生
活
習
慣
を
整
え
る
」

「
②
人
を
頼
っ
て
成
功
す
る
」
「
③
興

味
を
生
か
す
役
割
を
持
つ
」
「
④
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
て
気
持
ち
を
切
り
替

え
る
」
の
③
④
を
説
明
し
ま
す
。

子
ど
も
の
生
活
習
慣
が
安
定
し
、

成
功
体
験
を
積
む
中
で
興
味

や
意
欲
が
出
て
き
た
ら
、
そ
の
気
持

ち
を
尊
重
し
て
何
ら
か
の
役
割
を
与

え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
役
割
は
、
子
ど
も
の
興
味
に
目
を

向
け
ま
し
ょ
う
。

食
べ
る
こ
と
が
好
き
な
子
ど
も

は
、
食
事
に
関
す
る
お
手
伝

い
が
向
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
好
き
な
子
ど

も
は
、
毎
朝
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し

て
多
く
の
人
に
笑
顔
を
与
え
る
だ
け

で
も
立
派
な
役
割
で
す
。

そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
が
「
強
さ

を
育
て
る
支
援
な
の
？
」
と

疑
問
を
持
つ
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
失
敗
や

苦
手
な
こ
と
を
注
意
す
る
だ
け
で
な

く
、
興
味
の
あ
る
こ
と
や
で
き
る
こ

と
を
中
心
に
生
活
を
組
ん
で
い
く
こ

と
は
意
外
と
難
し
い
も
の
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
が
「
私

は
〇
〇
が
得
意
」
と
自
覚
で

き
る
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
そ
れ
が
自
信
と
な
り
、
強
い
心

の
礎
と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
言

葉
に
し
て
子
ど
も
の
長
所
を
伝
え
て

い
く
こ
と
も
、
立
派
な
支
援
の
ひ
と

つ
で
す
。

た
だ
し
、
子
ど
も
の
好
奇
心
を

褒
め
て
い
る
だ
け
で
は
自
信

は
な
か
な
か
育
ち
ま
せ
ん
。
役
割
を

与
え
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
子

ど
も
が
興
味
を
持
つ
こ
と
に
選
択
肢

を
示
し
、
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
も
ら

う
こ
と
か
ら
始
め
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

【
お
す
す
め
図
書
】

発
達
障
害
の
子
の
立
ち
直
り
力

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
育
て
る
本
」

藤
野
博
・
日
戸
由
刈
／
監
修

の
感
情
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
、
手
を

と
め
て
深
呼
吸
す
る
だ
け
で
も
効
果

が
あ
る
子
ど
も
が
多
い
も
の
で
す
。

そ
れ
で
も
気
持
ち
の
把
握
や
切

り
替
え
が
難
し
い
と
き
は
、

身
近
い
る
専
門
家
（
学
校
の
先
生
、

保
育
士
、
保
健
師
や
町
の
心
理
士
）

に
対
応
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
一
つ

で
す
。
専
門
家
探
し
に
迷
う
と
き
は
、

気
軽
に
「
え
が
お
」
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

最
後
に
、
子
ど
も
が
気
持
ち
を

切
り
替
え
、
つ
ら
い
思
い
を

た
め
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
同
じ

こ
と
は
日
々
の
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ

て
い
る
保
護
者
の
方
に
も
言
え
る
こ

と
で
す
。
ど
う
か
、
ご
家
庭
だ
け
で

抱
え
ず
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
を
見

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
え
が
お
」
の

ス
タ
ッ
フ
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

起
こ
る
変
化
を
言
葉
に
す
る
手
助
け

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
感
情
が
高

ぶ
っ
た
と
き
に
感
じ
る
変
化
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。

例
え
ば
、
カ
ッ
と
な
る
と
手
が

冷
た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
胸
が
ギ
ュ
ッ
と
つ
か
ま
れ
た

よ
う
に
な
る
、
頭
が
熱
く
な
る
な
ど

と
表
現
す
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
教
え
る
側
の
大
人
は
、
感
情

が
高
ぶ
る
と
き
に
ど
ん
な
に
反
応
が

起
こ
る
か
を
伝
え
、
子
ど
も
に
も
考

え
て
も
ら
う
方
法
が
よ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
感
じ
た
気
持
ち
に
気
付
く

よ
う
に
な
る
に
は
、
長
い
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

こ
う
や
っ
て
毎
回
考
え
る
習
慣

が
あ
る
子
ど
も
は
、
よ
く
わ

か
ら
な
い
感
情
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
る
た
め
、
落
ち
込
む

回
数
が
減
っ
て
き
ま
す
。
落
ち
込
ん

で
い
る
と
き
は
、
具
体
的
に
「
そ
の

場
を
離
れ
る
方
法
」
を
教
え
る
こ
と

も
有
効
で
す
。
物
理
的
に
ト
イ
レ
に

行
く
な
ど
、
そ
の
場
か
ら
い
な
く
な

る
こ
と
も
ひ
と
つ
で
す
が
、
手
足
や

背
筋
を
の
ば
し
て
緊
張
や
不
安
な
ど

例
え
ば
、
衣
服
や
食
べ
物
（
メ

ニ
ュ
ー
）
の
決
定
な
ど
、
保

護
者
が
負
担
に
な
ら
な
い
簡
単
な
も

の
か
ら
選
択
さ
せ
、
子
ど
も
が
自
分

で
選
ん
だ
こ
と
に
責
任
を
持
た
せ
ま

す
。
責
任
を
持
た
せ
る
か
ら
こ
そ
達

成
感
が
得
ら
れ
る
た
め
、
自
信
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
与
え
る
役
割
と
し
て
「
家

事
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
家

事
は
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、

将
来
の
自
立
に
役
立
つ
面
も
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
関
わ
り

を
繰
り
返
し
て
い
く
中
で
も
、

日
常
生
活
で
は
待
っ
た
な
し
に
、
子

ど
も
が
失
敗
す
る
機
会
は
何
度
も
訪

れ
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
を
身
に
付
け
る
④
の
ス
テ
ッ

プ
の
出
番
で
す
。

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
悲
し

い
・
悔
し
い
・
イ
ラ
イ
ラ
な

ど
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
子
ど
も
自
身
が
感
じ

た
気
持
ち
の
変
化
に
気
づ
く
よ
う
に

な
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

イ
ラ
イ
ラ
し
た
と
き
な
ど
、
自
分
に
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３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

小山 緋
あ か り

莉 ちゃん

（南郷）

荒木 淳
じゅんぺい

平 くん

（田島）

五十嵐 陸
りく

 くん

（田島）

清水 百
も も え

恵 ちゃん

（田島）

室井 那
な ち

知 ちゃん

（田島）

馬場 結
ゆ づ き

月 ちゃん

（伊南）

渡部 藍
あ い こ

子 ちゃん

（伊南）

河原田 夏
か ほ

帆 ちゃん

（伊南）

２月の納税こよみ
固 定 資 産 税　　第４期
国 民 健 康 保 険 税　　第８期
介 　 護 　 保 　 険 　 料　　第８期
後期高齢者医療保険料　　第７期
国　　民　　年　　金　　１月分

納期限は３月２日（月）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224
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健康通信
Health Information

月日 病　　院　　名 電　話

２月16日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141

　　23日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036

３月１日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780

　　８日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688

　　15日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733

　　22日 朝 日 診 療 所（只　見　町） 0241-84-2221

　　29日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

２ ・ ３月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

２月19日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

令和元年10月生まれ

　　21日（金） ２歳児歯科健診 平成29年９月生まれ

３月６日（金） ２歳児歯科健診 平成29年10月生まれ

　　11日（水） ３～４か月児健診 令和元年11月生まれ

健康通信
Health Information

心の健康相談のお知らせ
眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

期　日 時　間 場　所 そ　　の　　他

３月10日（火） 14：00～15：30 南郷総合支所
・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課　電話０２４１- ６３- ０３０５

●乳幼児健康相談
日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

２月25日（火） ６～８か月児健康相談
13：30～13：45 健診ホール

（御蔵入交流館内）

令和元年７月～８月生まれ

３月５日（木） １歳児健康相談 平成31年１月～３月生まれ

妊産婦の皆さん、心身の健康チェックしてみませんか？
　産後のお母さんの心身が回復するまでには、約１年が必要とされています。特に産後２か月間は、ホルモンバランスが
変化するため、赤ちゃんとの生活のペースがつかめずにイライラしたり、落ち込みがちになります。
　県立医科大学では、妊娠届出の約１年後に県民健康調査「妊産婦に関する調査」を通して、妊産婦の皆さまの心身の健
康状態などを確認し、必要に応じてメールや電話相談を行うことで、より充実した妊産婦支援を目指します。
　スマートフォンかパソコンによるオンライン回答もできます。ぜひ調査へのご協力をお願いします。

【対　象　者】①平成３０年８月１日から令和元年７月３１日の間に、県内の市町村から母子（健康）手帳を交付された方
　　　　　　②上記期間中に、県外で母子（健康）手帳の交付を受け、県内で里帰り出産をされた方。

【調査内容】妊産婦のこころの健康状態、現在の生活や育児の状況、妊娠や出産の経過、次回の妊娠に対する意識など。

【調査時期】令和２年３月６日（金）から。（対象者を分けて発送）

【そ　の　他】出産から約４年後と約８年後に、フォローアップ調査もあります。

【問　合　せ】福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
　　　　　　●専用ダイヤル　電話０２４- ５４９- ５１８０（受付時間：平日午前９時～午後５時）
　　　　　　●専 用 メ ー ル　nimpu@fmu.ac.jp

令和元年度の特定健診はお済ですか？ ～施設健診のご案内～

　健康を維持するためには、定期的に健診を受けることが
重要です。
　町では、生活習慣病の早期予防・早期発見のため、国民
健康保険加入者が医療機関で受診できる「施設健診」を実
施しています。
　令和元年度の特定健診がお済みでない方は、この機会に
忘れずに受診しましょう。
　◆対象者：国民健康保険に加入中の４０歳～７４歳の方

　◆期　間：令和２年３月３１日（火）まで。

　◆持ち物：特定健診受診券、国民健康保険証、

　　　　　　受診料金（１,０００円）

　◆予　約：事前に指定医療機関に予約が必要です。

【指定医療機関】
名　称 電　話

県 立 南 会 津 病 院 （南会津町） 0241-62-7111
長 谷 川 医 院 （南会津町） 0241-62-0032
き む ら ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-62-5576
馬 場 医 院 （南会津町） 0241-62-0141
高 橋 医 院 （南会津町） 0241-62-0040
な か や ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-73-2036
舘 岩 愛 輝 診 療 所 （南会津町） 0241-78-8688
佐 藤 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2134
朝 日 診 療 所 （只　見　町） 0241-84-2221
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【平成３０年度 特定健診年代別受診率】

受
診
率
（
％
）

　町全体の受診率は５２．１％でした。
　町の特定健診受診率が向上し、皆さんの健診
結果が改善されることで、国から町への交付金
が増え、保険料の上昇を抑えることができます。

若年層の受診率が低迷しています。

この機会に特定健診を受けてみませんか？

申込み
問合せ

健康福祉課　健康増進係　　　℡0241-62-6170　　舘岩総合支所　町民課　住民係　℡0241-78-3325
伊南総合支所　町民課　住民係　℡0241-76-7713　　南郷総合支所　町民課　住民係　℡0241-72-2225

　なお、すでに医療機関などで健診を受診（町が実施するも
のを除く。）された方は、町へ健診結果を報告してください。
　右の検査項目をすべて満たした方には、特典として町商業
振興協同組合商品券（１，０００円分）を交付します。
　手続きには国民健康保険証と健診結果が必要です。

◆検査項目◆
身長・体重・腹囲・ＢＭＩ・血圧・血液検査（ＡＳＴ・ＡＬＴ・
γ-ＧＴ・空腹時血糖・ＨｂＡ１ｃ・中性脂肪・ＬＤＬコレス
テロール・ＨＤＬコレステロール）・尿検査（尿蛋白・尿糖）・
既往歴・自覚症状・他覚症状
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館図書館へ行こう！

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和２年２月１日現在

総人口 １５, ３００ 人 （－１８）
男 ７, ４９６ 人 （－１２）
女 ７, ８０４ 人 （－　６）

世帯数 ６, ６０４ 世帯 （－　８）
※（　）内は前月比　

【一般図書】

鬼滅の刃［１］［２］　　　吾峠　呼世晴／［原］著

ものは言いよう　　　　　ヨシタケ　シンスケ／著

おくりびとは名探偵　　　　　　　天野　頌子／著

黒鳥の湖　　　　　　　　　　宇佐美　まこと／著

嘘と正典　　　　　　　　　　　　　小川　哲／著

抵抗都市　　　　　　　　　　　　佐々木　譲／著

リボンの男　　　　　　　　山崎　ナオコーラ／著

立夏の水菓子　　　　　　　　　　山本　一力／著

気がつけば、終着駅　　　　　　　佐藤　愛子／著

アンチ整理術　　　　　　　　　　　森　博嗣／著

県文学集　第６６集　　福島県文化スポーツ局文化振興課／編

【児童図書】

かいけつゾロリ　スターたんじょう　　原　ゆたか／さく・え

しっぽしっぽだーれ？　　　　　　穂高　順也／作

はじめてのドラえもん　　　藤子・Ｆ・不二雄／著

べろべろばあ　　　　　　　　新井　洋行／作・絵

ちび竜　　　　　　　　　　　　　工藤　直子／文

いろいろいろんなからだのほん　　メアリ・ホフマン／ぶん

あなたがおおきくなるひまで　　ケイト・バンクス／ぶん

パンダしりとりコアラしりとり　　石津　ちひろ／ことば

みずたまり　　　　　　アデレイド・ホール／さく

ゆうくんとメダカ　　　　　　さとう　ひさえ／文

やきいもとおにぎり　　みやにし　たつや／作・絵

新 着 本 の ご 案 内

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

３月 （Ｍａｒｃｈ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

２月 （Ｆｅｂｒｕａｒｙ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

イベントのご案内

≪おはなし会≫

テーマ 「むかしむかし」

開催日 ３月２１日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象
どなたでも参加できます。

（内容は幼児～小学校低学年向け。）

※申し込み不要です。直接会場にお越しください。
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まちの文芸

※新着本はこの他にも多数そろえてあります。ぜひご来館ください！

◆１２月・１月ともに平均気温が平年よりも高く、冬ら
　しくない天気が続いています。
◆これは、この冬の偏西風が日本を覆うよう吹いている
　ことで、南からの暖かい空気が流れ込みやすく、逆に
　北からの寒気が南下しにくいためです。
◆雪が降らない日が続いていますが、このまま降らない
　とも言いきれません。
◆南会津町は雪国です。万が一の大雪にも備えましょう。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

おすすめ図書の紹介

町田尚子さんの絵本は、ほかにも多数備えてあります。

ぜひお読みください。

「いるの いないの」「さくらいろのりゅう」「おばけにょ

うぼう」「マッチうりのしょうじょ」「ネコヅメのよる」

「ねことねこ」「たぬきの花よめ道中」など。

　八百屋や書店、パン屋、
蕎麦屋、喫茶店などの飼い
猫たちが、みんな持ってい
る「名前」に憧れている、
ひとりぼっちの猫。
　ある日、お寺の猫に「自
分で好きな名前をつければ
いいじゃない」と言われ、
名前を探すことに。

　名前のない猫が見つけた「ほんとうに欲しかった
もの」とは？
　愛猫家で猫が主人公の作品を多く発表している作
家と、同じく愛猫家で猫の絵が人気の画家による猫
愛に溢れた絵本です。

なまえのないねこなまえのないねこ
（小峰書店 2019.4.25発行）（小峰書店 2019.4.25発行）

【文】竹下 文子 ／【絵】町田 尚子【文】竹下 文子 ／【絵】町田 尚子
第１２回 ＭＯＥ絵本屋さん大賞２０１９ 第１位第１２回 ＭＯＥ絵本屋さん大賞２０１９ 第１位

第３回 未来屋えほん大賞 大賞受賞第３回 未来屋えほん大賞 大賞受賞

第１０回 リブロ絵本大賞 大賞受賞第１０回 リブロ絵本大賞 大賞受賞

第８回 静岡書店大賞〈児童書新作部門〉 第２位第８回 静岡書店大賞〈児童書新作部門〉 第２位

※特別整理期間

　２月３日（月）から２１日（金）までの間は、館内特別整理期間と

システム改修のため休館します。ご協力をお願いします。
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アルメニア共和国の料理を
学校給食で提供

大会ホストタウン
シリーズ４

南会津町 × アルメニア共和国

東京２０２０　オリンピック
パラリンピック　への取り組み

　日本の学校給食は明治２２年に始まって以来、各地に広がっていきましたが、戦争の影響などによって中断されま
した。
　戦後、食糧難による児童の栄養状態の悪化を背景に、学校給食の再開を求める国民の声が高まるようになり、昭和
２１年６月に米国の LARA（Licensed Agencies for Relief in Asia：アジア救済公認団体）から、給食用物資の寄贈を
受けて、昭和２２年１月から学校給食が再開されました。
　同年１２月２４日に、東京都内の小学校で LARA からの給食用物資の贈呈式が行われ、それ以来、この日を学校給
食感謝の日と定めるとともに、昭和２５年度から、学校給食による教育効果を促進する観点から、冬季休業と重なら
ない１月２４日から３０日までの１週間を「学校給食週間」としました。
　子どもたちの食生活を取り巻く環境が大きく変化し、偏った栄養摂取、肥満傾向など、健康状態が懸念される点が
多く見られる今日、学校給食は、子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けるために重要な役
割を果たしています。
　このような学校給食の意義や役割を、児童生徒や教職員、保護者や地域住民が理解を深め、さらに関心を高めてい
ただくために、学校給食週間中は全国でさまざまな行事が行われます。

全国学校給食週間とは

　１月２４日、伊南・南郷小学校と南会津中学校の３校の学校給食で、アルメニア共和国にちなんだ
料理が提供されました。
　「アルメニアお祭りライス」と称した献立は、バター風味のレーズン入りご飯や、チキン・アララト、
カラフルスープなどの数々。
　伊南小学校では、アルメニア共和国の紹介なども行われ、おいしい給食に舌鼓をしながら、同国に
対する理解を深めました。
　全国学校給食週間※（１月２４日～３０日）の
一環として実現した今回の企画。
　子どもたちにホストタウンとしての取り組みを
ＰＲし、東京２０２０五輪・パラリンピックに向
けた機運の高揚と、アルメニア共和国を知ってい
ただく機会になりました。
　初めて目にする料理に驚きを隠せない子どもた
ちも、食べ物に対する感謝の気持ちを持ちながら、
とても美味しそうに食べていました。


